
２
０
１
５
年
地
本
旗
開
き
が
１
月
31

日
10
時
30
分
よ
り
新
潟
市
「
東
映
ホ
テ

ル
」
で
新
潟
県
支
部
と
共
催
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

全
体
で
33
名
が
出
席
、
国
労
本
部
か

ら
小
池
執
行
委
員
、
国
労
東
日
本
本
部

か
ら
佐
藤
書
記
長
、
矢
部
執
行
委
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

今
回
の
旗
開
き
は
、
第
１
部
学
習
会
、

第
２
部
旗
開
き
と
し
て
企
画
し
開
催
し

ま
し
た
。

第
１
部
で
は
国
労
本
部
か
ら
小
池
執

行
委
員
、
東
日
本
本
部
か
ら
佐
藤
書
記

長
か
ら
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
あ

い
さ
つ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
本
か
ら
も
福
富
組
織
部
長
か
ら
具

体
的
な
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

上
石
委
員
長
あ
い
さ
つ

上
石
委
員
長
は
「
組
織
強
化
・
拡
大

に
つ
い
て
学
習
会
を
前
段
で
企
画
し
た
。

分
会
活
動
を
、
き
ち
ん
と
や
る
こ
と
が

重
要
だ
、
そ
し
て
拡
大
に
結
び
付
け
て

い
く
。
55
歳
で
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
残

念
、
大
変
な
痛
手
だ
。
ぜ
ひ
そ
の
と
き

は
相
談
に
の
り
た
い
。
本
部
の
オ
ル
グ

で
組
織
拡
大
に
結
び
付
け
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部
は
12
時
20
分
こ
ろ
か
ら
同
じ

会
場
で
、
新
潟
県
支
部
の
斉
藤
委
員
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
懇
談
の
後
、
各
分
会
か
ら
決

意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
井
副
委
員
長
か
ら
余
興
な
ど
あ
り
、

ま
た
、
全
体
で
国
鉄
労
働
組
合
歌
を
合

唱
し
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
上
石
委
員
長
の
団
結
が
ん

ば
ろ
う
！
で
終
了
し
ま
し
た
。

出
席
し
て
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆

さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

拡
大
地
方
委
員
会
の
開
催
や
春
闘
行
動

が
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

春
闘
行
動
の
中
で
す
べ
て
の
取
り
組

み
に
組
織
拡
大
を
結
合
さ
せ
て
運
動
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

よ
ろ
し
く
御
願
い
し
ま
す
。
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１８５回中央委員会が開催さ

れ当面する闘う方針が決定された。ＪＲの安全問題～

ＪＲ北海道の安全問題について対策委員会が６回開催

された。一定の改善を目指し労使合同会議をつくった。

団交の改善、国労を無視させない環境をつくること。

３島貨物問題～貨物の格差、１５年ベア０、手当が

大幅に下回ったこと。若年退職など。１月２７日に諸

手当の見直しが提案された。都市手当、移動後の２年

間廃止・地域手当の削減、祝日手当の廃止など。貨物

労組は手当廃止について事前合意していた。国労は手

当の削減や改悪について反対し宣伝していく。

２０１５年春闘～２８５兆円の内部留保を出させる

こと。１万５千円のベア要求。２月１２日一斉にＪＲ

各社へ提出。中央委員会でストを求める発言があった。

ＪＲ各社の内部留保は６兆円。ＪＲ東日本は２、５

兆円になる。ストを含む体制で指導する。３月２日か

ら１週間が山場、３月８～９日中央行動を実施、地方

でも大衆行動を進める。

組織拡大～組織対策本部を設置し全国組織部長会議

の開催。追加方針で職場実態調査の実施、具体的な事

項から多くの弱点。一部の活動になっている。目標に

なる運動が継続できていない。①全機関で意思統一を

していくこと。②全機関で月１回の総括会議を開催し

議論する場を設置する。③全機関で集中したオルグ活

動を進める。この２年間で大きく広げていく。全組合

員が参加すること。

学習会の定着化を図ること。関連労働者への組織化

プロパー・アルバイト。安全、サービスの低下、権利

など人件費の切り下げ問題。討議資料を作成し団交の

強化・地本、エリア単位で実施していく。

若い青年が国労加入している～国労の訴えが届いて

いる。国労は正しいと思う。貨物労組がやっているこ

とは、おかしいと思い国労加入した。若い人たちは声

をかけて欲しいと思っている。



国
労
東
日
本
本
部

佐
藤
書
記
長
あ
い
さ
つ

東
日
本
の
課
題
に
つ
い
て
～
労
働
協
約

労
働
条
件
は
変
え
ら
れ
て
い
な
い
が
東
京

駅
到
着
の
モ
ニ
タ
ー
通
勤
制
度
（
幹
線
通

勤
）
に
つ
い
て
制
約
を
受
け
て
い
た
が
会

社
側
に
申
し
入
れ
、
こ
の
通
勤
制
度
の
制

約
に
つ
い
て
削
除
し
た
。
若
干
改
善
さ
れ

た
。青

年
・
婦
人
部
の
独
自
交
渉
を
や
っ
た
。

平
成
採
が
交
渉
、
青
年
部
が
本
社
交
渉
を

や
る
こ
と
が
で
き
た
。
婦
人
部
も
交
渉
し

た
。
団
交
に
つ
い
て
、
要
求
は
現
場
全
体

の
要
求
と
し
て
交
渉
し
自
分
達
の
言
葉
で

交
渉
し
た
。

年
間
の
交
渉
～
本
部
・
本
社
間
は
年
に

６
回
。
地
方
の
要
求
に
つ
い
て
改
善
さ
せ

る
た
め
に
本
部
・
本
社
間
の
交
渉
だ
け
で

な
く
地
方
で
も
強
化
し
て
い
く
。

団
交
の
取
り
組
み
を
、
ひ
と
り
ひ
と
り

が
職
場
で
進
め
、
現
場
長
交
渉
も
実
施
し

て
い
く
。

委
託
化
反
対
を
明
確
に

職
場
の
委
託
化
反
対
の
立
場
を
明
確
に

し
て
い
く
。
職
場
の
見
直
し
要
求
と
練
っ

て
や
っ
て
い
く
こ
と
。
営
業
職
場
～
委
託

化
・
遠
隔
化

委
託
化
に
な
っ
て
い
る
職

場
が
合
理
化
さ
れ
て
い
る
。
JR
東
日
本
に

対
し
て
交
渉
を
や
る
。
委
託
会
社
に
は
責

任
は
無
い
。

組
織
拡
大

弱
点
を
認
識
し
て

取
り
組
み
を
進
め
る

組
織
強
化
・
拡
大
～
組
合
員
の
中
で
も

若
年
退
職
が
あ
る
。
分
会
活
動
の
不
十
分
、

何
が
で
き
る
の
か
・
弱
点
を
認
識
し
て
取

り
組
み
を
進
め
る
。
職
場
で
運
動
を
つ
く
っ

て
い
く
・
集
ま
っ
て
話
を
す
る
こ
と
。

地
本
間
で
の
交
流
会
の
開
催
・
組
織
交

流
。
目
的
、
計
画
を
具
体
化
す
る
。
関
連

労
働
者
の
組
織
化
。
本
体
以
外
は
組
織
さ

れ
て
い
な
い
。
パ
ー
ト
・
臨
時
社
員
は
労

働
条
件
が
劣
悪
に
な
っ
て
い
る
。
プ
ロ
パ
ー

社
員
は
、
ど
ん
な
労
働
環
境
な
の
か
・
労

働
条
件
を
改
善
し
て
い
く
。

●
西
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
拡
大

経
験
交
流
集
会

５
月
17
日
（
日
）
～

５
月
18
日
（
月
）

場
所
・
関
西

●
東
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
拡
大

経
験
交
流
集
会

５
月
31
日
（
日
）
～

６
月
1
日
（
月
）

場
所
・
関
東
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○春闘行動○

要求提出日 ２月１２日（水）

交運労協春闘総決起集会

３月４日（水）

青・婦・家 中央行動

３月８日（日）～３月９日（月）

国労中央総行動

３月９日（月）

○地本春闘行動○

拡大地方委員会＆春闘学習会

２月２８日（土）

春闘総決起集会

３月～県支部と共催で開催します。

２月２１日執行委員会で決定します。

○ダンプ・トラックパレード

４月１９日（日）


